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平成２７年度 第１回鳥取市下水道等事業運営審議会 議事録 

 

１ 日  時   平成２７年７月２３日（木） １３：３０～１６：００ 

 

２ 場  所   環境下水道部庁舎 ３階大会議室 

 

３ 出席委員   柗見吉晴会長、衣川益弘委員、谷口正幸委員、中村均委員、 

山内啓介委員、原田幸代委員、村山洋一委員、徳田昌子委員、 

塚田比佳里委員、森田紀代野委員、山崎健委員、植垣規雄委員 

 

４ 議  案   議  事 （１）下水道等使用料の改定について（諮問） 

（２）下水道等事業の経営状況等について 

（３）今年度のスケジュールについて 

 

５ 議  事 

発言者 質疑応答 

事務局（植村）  定刻より少し早いですが、全員お揃いですので、ただいまより平成２７

年度第１回鳥取市下水道等事業運営審議会を開催させていただきます。 

本日はお忙しいところ、ご出席いただきまして誠にありがとうございま

す。私は事務局を担当しております下水道企画課長の植村と申します。ど

うぞよろしくお願いします。 

なお、本日は委員定数１２名全員の皆さまの御出席をいただいておりま

すので、審議会条例第６条の第２項によりまして、会議を開催させていた

だきます。会の進行につきましては、会長が決定するまでは事務局の方で

進めさせていただきます。 

それでは、開会にあたりまして、副市長がご挨拶を申し上げます。 

羽場副市長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 失礼いたします。副市長の羽場でございます。暑い中お集まりいただき

ましてありがとうございます。本来ですと市長の深澤がご挨拶をさせてい

ただくところですが、あいにく朝から大阪で会議がございまして、夜遅く

でないと帰ってきませんので代わって私からご挨拶をさせていただきま

す。 

 先週でしたか、台風 11 号が西の方を通過しまして、関西や和歌山のあた

りで大雨も降る中、鳥取では幸いにも大きな被害等もございませんでした

し、大雨にもなりませんでした。大雨が降ったときには排水がどうなるの

かと下水の方も心配をして、夜一晩中待機しておりましたが、幸いにも何

事もありませんでした。以前ですと、市内では大雨が降ると浸水したり、
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羽場副市長 いろんなことがありましたけれど、下水道を順調に整備させていただく中

で、排水もだいぶよくなってきまして、市民のかたにも安心していただけ

るのかなと思っております。 

 下水道では地域ビジョンですとか、アクションプログラム、こういった

ことでいろいろな取組みも順調に進めておりまして、これも日頃から委員

の皆さまに慎重に審議していただき、ご意見をいただいている賜物と感じ

ております。24 年度から公営企業会計に移行しまして、明朗で健全な会計

にも努めておりますし、施設の方も包括的民間委託を導入しまして、効率

的・効果的な下水道運営にも努めておりますが、人口減少、少子高齢化、

地方創生という言葉が飛び交っておりますように、将来に向けて人が少な

くなり、街がコンパクトに変わってくる。そういった中で、これからの下

水道のあり方を考えていかなくてはいけない時期になっております。また、

ファシリティマネジメントという言葉が飛び交い出しまして、公共施設の

維持管理をどうしていくのかというようなことも課題となっております。

下水道も老朽管が数多くありまして、その更新問題を抱えておりますが、

地面の下ですから市民の皆様には直接目に見えない部分ですが、結構お金

がかかる部分でもありますし、受益者の方々のご負担もお願いしていかな

くてはなりません。そういった中で、この下水道料金についてこの度の委

員の方々にご審議賜りたいと思っております。市民の皆様にとって何が一

番いい形で、これから永続的に下水道を維持管理していくにはどのように

していけばいいかといったご意見をいただければと考えております。 

いろいろと大変な時期でございますし、またお忙しい中ではございます

が、貴重なご意見を賜りたいというふうに思っています。どうぞよろしく

お願いいたします。ありがとうございました。 

事務局（植村）  はい、ありがとうございました。本日は新委員によります初めての審議

会ということでございますので、ここで委員の皆さまのご紹介をさせてい

ただきたいと思います。それではお配りしております委員名簿をご覧いた

だきながらお願いしたいと思いますが、名簿順にお名前をお呼びしますの

で、その場でご起立ください。 

～審議会委員・事務局自己紹介～ 

事務局（植村）  以上で職員の紹介を終わらせていただきます。続きまして、４の会長の

選任に移らせていただきます。本審議会の会長は審議会条例第５条第１項

の規定によりまして委員の互選によるということになっております。どの

ようにさせていただいたらよろしいでしょうか。 

谷口委員  事務局に一任します。 
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事務局（植村）  事務局でというお声がありましたので、柗見委員に会長をお願いしたい

と考えておりますが、いかがなものでございましょうか。 

（拍手あり） 

ありがとうございます。そうしましたら柗見委員に本審議会の会長をお

願いしたいと思います。それでは、改めまして柗見会長、ご挨拶をよろし

くお願いします。 

柗見会長  ただいまご指名いただきました鳥取大学柗見でございます。私は専門が

土木工学ということで、その中で下水道というのも入っておりますので、

その点で選ばれたのかなと思っております。専門は下水道ではなくて現在

は防災、地域防災をやっておりまして少し違いますけども、もう１つの専

門が水系でございますので、下水道も水の流れということで併せてできる

のではと思っております。皆さんのご協力の程よろしくお願いします。ま

ず、お手元に配布されております本審議会の条例というのがございます。

そこの第２条のところに所掌事務というのがございます。それを読み上げ

ますと、審議会は市長の諮問に応じ、下水道事業の運営に関する重要事項

について調査及び審議するというふうに書かれております。それで、公共

事業の観点からこの審議会では公平性は当然入ってくると思います。それ

と併せて下水道事業の運営の継続性もしくは安全性というような観点もあ

りますし、いろんな視点からの審議をこの場でお願いしたいと思います。

ぜひ忌憚のないご意見を出していただきまして、鳥取市の下水道事業の持

続的な発展にこの審議会が貢献できればと思っておりますので、ご協力の

程よろしくお願いいたします。 

事務局（植村）  ありがとうございました。続きまして６の諮問に入りたいと思います。

羽場副市長より審議会に諮問をいたしたいと思います。 

羽場副市長  それでは読み上げさせていただきます。下水道等使用料について諮問。

平成24年に公共下水道等の使用料について諮問を行い、使用料算定期間は

現状分析、将来推計ともに合理的に行える３年程度が妥当なため、平成25

年～平成27年までの３年間とすることが適当である等の答申をいただき、

答申内容に沿った料金改定を行っております。つきましては平成28年度よ

り下水道等使用料の改定をするため、鳥取市下水道等事業運営審議会条例

第２条の規定に基づき、下水道等使用料の改定について諮問いたします。

鳥取市長深澤義彦、鳥取市下水道事業運営審議会会長柗見さまということ

で、今日付けで諮問させていただきますのでどうぞよろしくお願いします。

柗見会長  賜りました。ただいまいただきました諮問の内容につきましては、本審

議会において慎重に審議し、答申させていただきます。 

事務局（植村）  ありがとうございました。 
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事務局（植村） 

 

申し訳ありませんが、羽場副市長は所用がございまして、これをもちま

して退席させていただきたいと思います。 

羽場副市長  よろしくお願いいたします。失礼します。 

事務局（植村）  それでは、７の会長代理及び議事録署名委員の指名についてということ

でございます。本審議会条例第６条第１項の規定によりまして、会議の議

長は会長が務めることになっておりますので、これからの議事進行につき

ましては会長の方でよろしくお願いしたいと思います。 

柗見会長  それでは式次第に従いまして議事を進行させていただきます。まず、７

番目の会長代理及び議事録署名委員の指名につきましてお願いします。ま

ず、先程の条例の第５条の第３項を見ていただけますでしょうか。そこで

会長が欠けたときはあらかじめ会長の指名する委員がその職務を代理する

というふうになっております。それで、その会長代理ですが、衣川先生に

お願いしたいと思いますが、いかがでしょうか。 

（衣川委員了承、拍手あり） 

ありがとうございます。それではよろしくお願いいたします。次に、議

事録署名委員の指名でございますが、本会は慣例に従いまして、名簿の順

ということになっておるようでございます。今回は衣川委員、谷口委員と

いうことになります。ぜひお二人の委員にはよろしくお願いしたいと思い

ます。 

（両委員了承） 

それでは、後日事務局の方から議事録を持参いたしますので、よろしく

お願いします。それでは、８番の議事に移らせていただきます。まずは１

回目の下水道等事業の経営状況等についてということで、事務局からご説

明をお願いいたします。 

事務局（山根） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 はい。改めまして下水道企画課の山根でございます。よろしくお願いい

たします。それでは資料に従って説明させていただきます。座って説明さ

せていただきます。スライドでご説明差し上げようと思いますが、お手元

にも資料を用意しておりますので、見えにくいところにつきましてはお手

元の資料をご確認ください。本日の説明事項についてですが、まず１番の

下水道等使用料収入の現在の状況と今後の見込みについてご説明を差し上

げます。続きまして２番と３番で、前回の平成 24 年～25 年にかけて審議

していただきましたが、その答申内容をご確認いただいたあと、料金改定

の内容及び付帯意見に対する取組み状況をご説明いたします。最後に下水

道等企業会計の財政状況の現状についてご説明を差し上げたいと思ってお

ります。 

 それでは、下水道等使用料収入状況と今後の見込みについてご説明いた
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事務局（山根） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

します。資料の 2 ページをご覧ください。このグラフは処理水量の実績と

見込みを示したものでございます。平成 21 年～平成 26 年までが実績値、

平成 27 年度以降は見込値となっております。青色の棒グラフが下水処理場

に流入する総処理水量を示しております。また、隣のオレンジ色の部分が

下水道の使用料の対象となります、有収水量を示しております。総処理水

量と有収水量との間に、だいたい年間で 500 万㎥程開きがございますのは、

主な理由としましては総処理水量の青い方には、合流式下水道の雨水の流

入分が含まれているためでございます。 

さて、参考にですが、上の方に折れ線で緑の線を付けておりますが、これ

は本市の人口の推移及び見込値を示したものでございます。少し詳しく説

明いたしますと、平成 21 年度～平成 26 年度までの各年度ごとに総処理水

量、有収水量とも、減少傾向が継続しております。多少各年度で増えたり

減ったりしているところはございますが、おおむね右肩下がりの状況が続

いておりまして、恐らく私どもとしましては、この傾向は今後もしばらく

続くのではないかというふうに見込んでおります。この有収水量の直近の

３年間でございますが、だいたい 30 万㎥から 20 万㎥の減少が見てとれま

すが、平成 26 年～27 年度にかけましては、だいたい 83 万㎥の減少という

ことを見込んでおります。それまで 30 万、20 万㎥の減少であったものが、

なぜ 83 万㎥も減少するのかというところでございますけれども、見込がこ

れだけ大きく変わってくるというのは、事業所による使用水量の減少が大

きな原因と考えております。一番大口利用者でございます、ある事業所が

去年今年にかけまして、水を再利用するプラント等を稼働されたことが原

因となりまして、ここの使用水量が非常に大きく影響しておるものでござ

います。続きまして次のページ、下水道等使用料収入と今後の見込みとい

うことでございます。先程の使用水量の変化がどれだけこの使用料に影響

してくるかということでございますが、まず、本市の下水道使用量の過去

の直近２回の改定としましては、平成 21 年～24 年度、それから平成 25 年

度～27 年度の３年間を使用料の算定期間に設定して、その中で収支のバラ

ンスがとれるように使用料を設定しております。具体的になりますと、こ

こにこの青い矢印で書いてある区間を使用料算定期間として設定しており

ます。 

 過去２回、改定後の増収効果があまり見られないと言いますか、改定し

ても現状維持が精いっぱいというような状態がみてとれます。それで、先

程の有収水量との関係でございますけれど、平成 26 年～27 年度にかけて

83 万㎥減少するというお話はさせていただきましたが、その結果、平成 26

年に使用料収入が 29 億 4,000 万余りございましたが、これが 27 年度には
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事務局（山根） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

27 億 9,000 万と約１億 5,000 万の減収が見込まれております。このまま使

用料を改定しない場合、28 年～30 年にかけましても、おおむね 27 億程度

の使用料収入で推移するというふうに見込んでおります。以上が使用料の

有収水量及び使用料の現状の説明でございます。 

 続きまして、前回の審議会での審議経過について触れさせていただきま

す。まず、前回の審議会ではこのスライドにございますように、４点につ

いて当時の状況を踏まえて審議をしていただいております。１点目としま

しては、本市の下水道等事業会計は、平成 24 年度より地方公営企業会計、

いわゆる企業会計へ移行をしておりまして、この移行に併せて使用料対象

経費の明確化、特に汚水処理経費と雨水処理経費の区分の明確化を求めら

れておりました。２点目としましては、下水道等施設管理の包括的民間委

託の導入によって、下水道等施設の維持管理の質の確保とコストの縮減を

同時に取組んでいくということ、３点目としましては、生産加工業を中心

とした企業の撤退などによる水需要の減少による使用料の収入減少という

ものが前回から発生しておりました。４点目としましては、老朽化した施

設への対応として、長寿命化にかかる費用、それから修繕費用等の増大が

今後見込まれていくだろうという状況でございました。このような状況を

踏まえて、計５回にわたってご審議いただいております。 

 続きまして審議の結果でございます。ここにあります５項目について答

申をいただき、後程説明します４項目の付帯意見を頂戴しております。ま

ず、使用料算定期間についてでございます。先程も使用料収入の状況のと

ころで少し触れましたが、使用料算定期間は現状分析将来推計ともに合理

的に行える３年程度が妥当なため、平成 25 年度から 27 年度までの３年間

とすることが適当であると答申をいただきました。次に基本水量について

でございますが、基本水量は市民の節水努力と使用水量に比例した負担の

合理性、受益の公平性の観点から、現行基本料金としている８㎥までの基

本水量を廃止することが適当であると答申をいただきました。続きまして

基本料金について、基本料金は本来使用水量の多少に関わりなく必要とな

る固定的経費を賄えるよう設定するべきであるが、基本水量の廃止を考慮

し、現行の基本料金を採用することが適当であると答申いただきました。 

 次のページで、従量制４番目に従量水量の区分及び従量料金について、

先程の２の基本水量の廃止と少し関連しますが、従量水量の区分及び従量

料金は有収水量、排水需要、水量区分のバランス及び使用料対象経費の変

動費の配分に留意し、一般家庭の急激な負担増を招かないよう、別表１の

通り設定することが適当であると答申をいただきました。最後に５番目で

すが、改定の時期でございます。改定の時期は下水道等使用料の住民への
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事務局（山根） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

周知期間及び賦課システムの調整が必要なこと、及び本年 10 月頃と言いま

すのが、これは平成 25 年の 10 月頃に決定される予定の消費税法の適用時

期を勘案し、定めることが適当であるという答申をいただきました。 

続きまして、この答申の他に付帯意見を頂戴しております。まず１番目、

下水道等の経営についてでございます。平成 21 年 10 月 30 日付公共下水道

等の使用料について答申以降、いろいろな施策を実施して、企業努力によ

る経営改善が行われていることは認められる。しかしながら、資本費の圧

縮のための補償金免除の企業債繰上償還枠の拡大要望、施設統廃合や民間

的経営手法の導入等による維持管理費の節減、積極的な普及促進活動等に

よる接続率や徴収率の向上に向けた取組みなどをより一層強化するととも

に、さらなる収支の改善が図られるよう引き続き努力されたいとご意見を

いただきました。次に、下水道使用者へのサービス向上についてでござい

ます。水道料金と下水道等使用料の徴収一元化やコンビニ収納エリアの拡

大等のサービス向上に資する方策について、鋭意努力されたいというふう

にご意見をいただきました。３つ目でございます。水質使用料（仮称）に

ついて、除害施設を設置している事業者に対し、高濃度汚水の排水状況に

応じて、適正な負荷を課すことができ、水質改善に対する努力を促すこと

ができると言われております。さらに水質使用料の設定は、下水道施設の

適正な維持管理が図られるなどのメリットも考えられることから、採用に

向けて調査研究されたいとご意見をいただきました。 

 最後に４番目、広報活動の推進でございます。下水道施設は市民の共有

財産であり、施設の長寿命化や維持管理の削減には市民の理解と協力が不

可欠であると、施設の適切な利用方法等下水道事業に対する理解を深めて

もらうため、広報誌やパンフレット、ホームページ等の多様なツールを用

いて積極的な広報活動を推進されたいとご意見をいただきました。 

それでは次のページで、これらの答申を反映した料金改定の内容及び付

帯意見についての取組み状況についてご説明をさせていただきます。まず

前回の改正点でございますが、このページの使用料単価新旧対照表をご覧

ください。基本使用料につきましては 856 円と改正前、改正後据え置いて

おります。ただ、以前、改正前はこの 856 円基本使用料の中に８㎥までの

基本水量を含んでおりました。答申によりこの８㎥の基本水量を廃止し、

新たに従量使用料に０～８㎥までという区分を設け、こちらを設定させて

いただいております。また、50 ㎥を超え 200 ㎥までというところを以前は

1 つの区分で 183 円と設定しておりましたが、この部分に区分を１つ入れ、

50 ㎥を超え 100 ㎥まで、100 ㎥を超え 200 ㎥までという刻みにし、194 円

を設定いたしました。 
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 その結果、水道区分ごとの使用料について 10 ページの表のようになって

おります。月あたり８㎥、20 ㎥、30 ㎥、100 ㎥、200 ㎥というふうに試算

をしております。それぞれ黄色の色付け部分、増加額というのが１月あた

りのご負担増になった部分でございます。一般的な家庭が多いと思われま

す 20～30 ㎥のあたりでございますが、月あたり 48 円の値上げということ

でご負担をいただいたところです。以上、答申内容を反映した料金改定の

内容についてご説明を差し上げました。 

 続きまして付帯意見に関する取組み状況をご説明させていただきます。

まず、下水道等経営に関して、下水道等施設の維持管理費の削減について

取組み状況をご説明いたします。最初に下水処理施設の統合の取組みでご

ざいます。平成 26 年度鳥取市で現在実施中もしくは計画をしている主なも

のをここの図面に示しております。青い部分は旧気高町区域になります。

赤い実線の部分がだいたい旧河原町の区域でございます。赤の点線の部分

が鳥取の東郷地区ということになってきます。昨年度で統合を完了した区

域は気高町の船磯地区です。元々船磯地区は漁業集落排水で整備をされて

おりましたが、施設の更新等見直しをして隣接する浜村地区への統合が経

済的であるということで取組みまして、26 年度に統合が完了いたしました。

 続きまして現在進行中のもので、今年度統合見込みの地区でございます

が、同じく気高町の酒津地区。ここも漁業集落排水地区ですが、浜村地区

への統合を今進めているところです。次に河原町ですが、国英地区を鳥取

の蔵田馬場地区へ統合していくという取組みを今進めているところでござ

います。順調に進みますと、この２地区が今年度で統合が完了するという

予定にしております。また、次年度からの取組みですが、鳥取の東郷地区

の集落排水の統合を計画しているところでございます。 

続きまして同じく維持管理費の削減についての項目で、包括的民間委託

の取組みについてご説明いたします。本市では平成 24 年４月より下水道施

設の維持管理について包括的民間委託により、民間事業者に委託しており

ます。この表は公共の人件費と包括的民間委託費について委託前の平成 23

年と委託後の平成 24 年度～26 年度までの委託費がどのように推移したか

を税抜きベースで示したものでございます。 

ピンクの部分が公共人件費、いわゆる市役所職員の人件費ということで

ございます。青い部分が民間委託費用のうち施設の運転管理に係る費用で

す。緑の部分がユーティリティとございますが、これは施設を運転するた

めに必要な重油等の燃料費、電気代などの費用を示したものです。最後に

灰色の部分が施設の保全・修繕に係る費用でございます。こういう組み立

てでグラフを作っております。 
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一番上に黒枠で囲ってあります全体の費用で比較しますと、平成 23 年度

は 15 億 6,400 万円の経費でございました。これが平成 26 年になりますと

15 億 1,800 万というふうに減少しております。これはグラフを見ていただ

いても分かりますが、公共の人件費の削減が主な理由でございます。これ

は平成 24 年度から包括的民間委託を行った結果、維持管理業務の効率化が

できまして、平成 23 年度当時、各支所と本庁で維持管理業務を分担してや

っておったものを本庁で一括してすることができたということで、支所で

業務に携わっておられた職員の人件費分削減できたというのが大きな理由

でございます。 

 一方で黄色い波線で囲ってあります包括計という部分をご覧ください。

平成 23 年度では 14 億 5,600 万円、これが平成 26 年の実績を見ましては

14 億 6,300 万となってわずかながら増加という結果になっております。こ

の間、例えば重油代や電気代などは 10％ぐらい上がってきておるんですが、

この辺を包括委託の中で事業者の方々にやりくりをしていただいて、結果、

増額を抑制することができたのかなと考えております。 

続きまして接続率、徴収率の向上に向けた取組みということでございま

す。まず、接続率の現在の状況を公共下水道と集落排水区域に分けてご説

明いたします。公共下水道についてですが、左側の青色の折れ線が経営目

標を示しております。平成 29 年度までに 97.2％の接続率を目指したいと考

えております。それで、青色の線はこの経営目標に向かって各年度の計画

値を示したもので、赤のラインが実績を示したものでございます。平成 26

年度現在、目標値の 97.2％に対して実績が 96.8％と目標には届いておりま

せんが、青いラインの計画通り推移しているところです。集落排水につい

てもグラフの見方は同様ですが、経営目標値が公共の 97.2 に対して 95 と

いうことで、接続率の低い理由でございますが、当初平成 23、24 年度につ

きましては公共も同じ 95％という目標でしたが、公共下水道の方はその目

標値を超えるような取組みができておりますので、目標値を上方修正した

ということです。残念ながら集落排水の方はまだ当初の目的、目標である

95％には届いておりませんので、目標値は据え置いたままということにし

ております。 

 続きまして次のページをご覧ください。今度は徴収率でございます。徴

収率のグラフも同じように公共下水道と集落排水に分けております。これ

は経営目標 99％という高い目標にしております。これに対して公共下水で

は平成 26 年度現在 97.6％ということで徐々にではありますが、目標に近づ

いて努力しているところでございます。また、集落排水につきましても、

徴収率が向上するような取組みを続けております。取組みとしましては、
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普及促進であるとか、徴収率の向上に向けて嘱託職員等の専任職員に業務

にあたっていただきまして進めているところでございます。 

続きまして次のページでございます。下水道使用者へのサービス向上に

ついてということで、付帯意見で下水道等使用料のコンビニ収納エリアの

拡大について取組んではどうかというようなご提案がございました。平成

26 年度現在、鳥取・国府地域の公共下水道、特定環境保全公共下水道の使

用料についてはコンビニエンスストアで納付ができるということでござい

ます。また、水道局の営業所の統合に合わせて水道局エリアの集落排水使

用料についてもコンビニでできるような準備を進めております。なお、27

年度中には青谷、河原両地区の下水道使用料についてコンビニ納付ができ

る予定でございます。 

 続きまして３番目の水質使用料について、現在、付帯意見に基づいてそ

の効果のメリット、デメリット等を担当課で検討中でございまして、残念

ですが今回お示しすることはできません。 

次に広報活動の状況でございますが、今日もお手元に下水道だよりを配

布させていただいております。このような広報誌を年２回発刊して、ホー

ムページ等も利用いたしまして情報提供に努めているところでございま

す。 

最後になりますが、下水道等事業の財政状況についてご説明いたします。

本来はもう 27 年度に入っておりますので、26 年度決算でご説明するのが

もっとも良いのですが、現在決算審査中で、議会認定も 9 月議会で受ける

ことになりますので、本日のところはお示しいたしませんが、時期が参り

ましたらまた公表させていただきます。ですので、平成 25 年度の決算状況

でご説明いたします。図が左右に分かれておりまして左側が収益的収支、

右側が資本的収支ということで示しております。左側の収益的収支の方を

ご説明いたしますと、総収入が 66 億円余りということですが、主なものに、

下水道使用料が 29 億 3,900 万円、他会計負担金が 33 億 4,800 万円、これ

は一般会計繰入金と言われているものです。これに対して総支出が 79 億

9,000 万となりまして、このうち、管渠費、ポンプ場費、処理場費の３つを

合わせたものが 16 億 5,000 万円です。この大部分が、先ほど申し上げまし

た包括的民間委託の委託費ということになっております。あと、支払利息

が 16 億 8,400 万円、減価償却費等が 35 億 2,300 万円、結果、収益的収支

では６億 8,000 万円の損失を計上しているという状況でございます。 

続きまして、資本的収支では総収入49億1,000万円余りのうち、企業債が

24億7,300万円、補助金が14億4,500万円、負担金等が９億2,800万円に対し

て、総支出が76億5,000万円余りのうち、建設改良費、いわゆる下水道の管
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渠や処理場の整備に費やす予算でございますが、これが34億余り。企業債

償還金、これは過去に下水道施設を建設するために借りたものに対する償

還金で、41億円ということになっております。この結果、資本的収支では

差引しますと、27億3,000万余り収入が不足するということでございますの

で、この部分については内部留保金を充当しているということで、財政状

況はこのような状態です。大変長くなりましたが、ひとまず説明を終わら

せていただきます。ありがとうございました。 

柗見会長  ありがとうございました。ただいまの事務局からのご説明に関して、ご

質問、ご意見等がございましたらどうぞよろしくお願いします。 

はい、どうぞ。 

塚田委員  ５の前回の答申の付帯意見に係る現在の状況の（４）の広報活動の推進

についてですが、この下水道だよりはどのようなかたちでどこに配られて

いますか。 

事務局（谷口）  失礼します。下水道だよりを担当しております下水道経営課の谷口と申

します。下水道だよりですが、前回の答申を受けまして、それまではホー

ムページだけで出していたものを印刷物による視覚によってということ

で、現在1,000部印刷をしておりまして、市内の本庁、駅南庁舎、この下水

道庁舎や総合支所の窓口にも配布しております。あとは市内の地区公民館

に配布をして置いていただいている状況です。 

柗見会長  よろしゅうございますか。どうぞ。 

塚田委員  すみません、公民館の対応によると思うのですが、回覧してくださいと

いった要求はされていないわけですね。できたらやっぱり市民の皆さんに

触れるようにお願いしたいと思います。 

柗見会長  今のご提案ですけど、できれば公民館の地区内で班などがあると思うん

ですが、班内で回覧してもらうっていうのもいいアイデアだと思いますの

で、ぜひ、ご検討の程よろしくお願いしたいと思います。 

ほかにご意見、ご質問等、はい、どうぞ。 

森田委員  すみません、森田です。下水道の収支決算はマイナスの部分が多いので

すが、使用量で月あたり 200 ㎥以上使う事業所がたぶん鳥取市は少ないか

ら、使用料収入が少なくて赤字経営みたいなことになっていると思うので

すが、200 ㎥以上使うような事業所はだいたい何軒ぐらいあるのですか。 

事務局（平井）  すぐにはお答えできませんが、今できれば確認してまいります。 

柗見会長  はい。従量使用量の区分単位のパーセンテージみたいなものがあると、

委員の皆様にも非常に参考になるかなと思いますので、その辺を出してい

ただけたらなと思います。そうしたら、それが出てくるまでは次の質問に

移りたいと思います。どうぞ、徳田委員からお願いいたします。 
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徳田委員  先程の下水道だよりのことです。確か上水道の分は市報と一緒に配られ

ると思うのですが、同じように市報と一緒に配られたらどうか、全世帯に

配るとなるとどれぐらい経費が違うものかは分かりませんけど、できたら

全世帯に市報と一緒に配っていただいた方がいいような気がしますが。 

事務局（谷口）  今まで配っていなかったのを、とりあえず前回以降配るようにはなった

ということで、これ全戸配布となるとかなり経費がかかりますので、各班

回覧ぐらいにすると鳥取市中で何千とかいう数を準備して市報と一緒に配

るっていう格好になると思います。年それが１回でもできて、例えばこの

審議会の情報でもお伝えできればいいかなと思っておりますので検討させ

ていただきます。 

柗見会長  ほかにございますか。はい。 

衣川委員  11ページに処理施設の統合の取組みっていうのがあるのですが、これは

具体的にこういった取組みをすることによって、何が変わってどれぐらい

の経費が節減できるのかっていうことを教えていただきたいです。 

事務局（山根）  はい。ありがとうございます。施設の統合によって得られるメリットと

いうことだと思いますが、まず主要処理場というものには24時間365日汚水

が流入してまいりますので、必ずポンプをかけたり、水を処理する機械が

運転するということになります。それで、そういう施設を四六時中人間が

付いているわけではございませんが、定期的には点検にまいらなければな

らないということで人件費もかかってまいります。ですので、電気代だと

か、燃料費であるとか、薬品代というユーティリティの部分、あと人件費

というようなものが処理場を維持管理するためには発生しておるんです

が、この処理機能を隣接する処理場へもっていくことによって少し軽減で

きると。ある一定の汚水を処理するためには隣の処理場へもっていけばそ

ちらの経費が嵩んでまいりますので単純にはゼロにはならないのですが、

そういった経費が削減できるというふうに考えております。それで、試算

ベースでございますが、26年統合が終わった船磯地区ではだいたい200万程

度の効果があるのではないかというふうに見ております。 

柗見会長 

 

 

 

 

 

 

 

 結局その辺は１＋１が１になるのではなくて、２よりちょっと下がるぐ

らいの話なんですね、今のところ。例えば、その下の表の平成26年度の金

額を見ると人件費が減っていますよね、先程ご説明のあったように統廃合

することによって人件費が減っていると。0.63億円が0.55億円に減ってい

るってことはだいたい800万円ぐらいが削減されているけれども、ユーティ

リティーなどを勘案すると、それほど大きな見込みには至らないというと

ころですよね。だけど、それぞれ分割でやっているよりも統合化する方が

効率的であるし、経営的にも少しは削減していけるのだと思います。 



13 

衣川委員  もう一ついいですか。今の12ページの人件費がかなり下がったというご

説明があったのですが、民間委託するとおそらく給料が下がっていると思

うんですね。その部分がどのぐらいあるのかっていうことと、本当に効率

的に業務がこなせるようになっているのか、その辺のところをもう少し詰

めて、工夫がどれだけできたのかとか、あるいはもっと経費節減ができた

ところがどれだけあったのか、そういったところを少し明確に出していた

だけるとありがたいです。 

事務局（山根）  はい。ありがとうございます。衣川委員のご質問を再度確認させていた

だきますと、包括委託をしたことによって人件費が下がっている。それは

給与ベースが下がってはいないかというご指摘でございましょうか。 

衣川委員  いえ、そうではなくて。いろんな対応をすることによって管理費が下が

ったよという部分がどれだけあるというところをはっきり見せないと、給

与が下がったから人件費が削減できたということであればあまりにも寂し

い感じがするので、その辺のところをご説明いただけたらと思います。 

事務局（山根）  そうしましたらお時間いただきたいので、次回ご説明差し上げようと思

いますがよろしいでしょうか。 

衣川委員  はい。 

柗見会長  他にご質問ございますか。 

植垣委員  はい。今の12ページの表に関連してですが、さきほどおっしゃったよう

に、人件費が減り、相対的に民間委託によって軽費が多少減っているとい

う傾向が出ているわけですが、この３年間ぐらいで総水量と言いますか、

それも多少は減っているわけです。処理する量が減れば、当然経費も減る

のではないかと思います。だから、単位あたりの経費がいくらかを出して

もらわないと、実際のところを比較できないんじゃないかと思いまして。 

事務局（山根）  はい、また資料を揃えまして次回お示ししたいと思います。 

柗見会長  はい、分かりました。どうぞ。 

山内委員  すいません。基本的なことで申し訳ないですけど、17 ページで単年度収

益的収支では６億 8,200 万損が出たということですが、右の資本的収支の

ところでこの企業債償還金というものがどういうものかわかりません。 

それから内部留保が 31 億ということは今回 27 億不足なので、内部留保

が４億になるということなんでしょうか。それと、この支払利息というの

はこの企業債償還金の支払利息なのですか。あと、この企業債の償還とい

うのが単発的なものか、これからずっとあるものなのか教えてください。

内部留保があるから企業債の償還をしたのですか。 

事務局（山根） 

 

 はい。まず企業債償還金、右側の方の茶色の部分のところですが、企業

債償還金というのは、下水道工事をするためにお金を借りてやっておりま
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事務局（山根） すので、この元金を償還していく費用ということになります。それで左側

の灰色部分の支払利息については、この元金に対する利息部分ということ

で、これは営業利益の方から負担していくということになっております。

それで、内部留保金の関係でございますが、おっしゃるとおり内部留保金3

1億、これは当年度の内部留保資金ということになりますが、これの内27

億を充当するということになりますと、単純に引算をした金額しか残らな

いということになります。 

山内委員  そういうことになると、結局企業債を償還されて、また次の年度からは

支払利息が減ってくるというような。 

事務局（山根）  はい。毎年その繰り返しです。 

山内委員 では、企業債の償還は毎年あるものなんですね。 

事務局（山根）  ええ、毎年あります。 

山内委員  なるほど分かりました。 

山崎委員  ちょっと関連しまして、ずっと前に借金の支払額はだんだん少なくなっ

てピークは過ぎたというお話がありましたが、これから先はこの企業債償

還及びその支払利息はだんだんと少なくなってくるということが見込める

わけですか。 

事務局（山根）  はい。山崎委員がご指摘のとおり、過去の状況で言いますと償還のピー

クは過ぎているということが大前提なんですが、実は少し詳しい話になり

ますが、この起債償還のピークをなるべく平準化するというような意味合

いで新たにお金を借り入れて、その借金のピークをならしていこうという

取組みも行っております。基本的には過去にした借金に対するピークは過

ぎているのですが、ピークをならすために新たな借金をしているというよ

うなこともありまして、明確に減っていくかとは言えない部分が出てきて

いるところです。 

柗見会長  よろしいですか。はい、どうぞ。 

中村委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ２ページ、３ページですか、まず３ページの使用料の見込みですが、こ

こで推計というかたちで27年度から1.5億円減りますということになって

います。この減るという推計ですけど、２ページの有収水量ですか、そう

いったことから推計しているのかなと思いますが、どういった推計をされ

てこのような見込みがあるのか、もう少し詳しく教えていただければと思

います。それから11ページで、27年度統合見込みと書かれておりますが、2

8年度以降の予定というものはあるんでしょうか。それから14ページで、徴

収率が目標に対してほとんど下回って、ここ数年間あまり上がってないと

いう状況になっているのですが、これはどうなんでしょう。そのあたりの

見解を教えてください。それと最後に、先ほど企業債の償還金のお話がご
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中村委員 ざいましたが、これはピークを平準化するために新たな借金をしていると

いうことですが、いつまで続くのですか。その償還期間の見込みはどうな

んでしょうか。 

事務局（山根）  はい。まず減収見込みについてもう少し根拠を詳しくご説明します。こ

の 1.5 億ぐらいというものですが、まず、有収水量 83 万㎥のうち、約 40

万ほどがある事業所のプラントが稼働したための影響というふうに見てお

ります。この部分が使用料で言いますと、約 1 億円と試算しているところ

です。そのほか、あと事業所で上位 30 社程度の水の使用の動向を確認して、

それも減少傾向であるということで、その辺りをシミュレーションしたと

ころがこの 1.5 億の減収見込みということになっております。 

 続きまして、11ページの今後の統合見込みですが、皆さまのお手元に下

水道だよりをお配りしております。それを１枚開いていただきますと、鳥

取市の将来的な処理場の統合を目指したビジョンをそこに書かせていただ

いております。一足飛びに統合していくということはいろんな面で難しい

のですが、最終のゴールとしてはこういうものを見据えて今向かっている

ところでございます。それで、これを進める際に考慮するのが新しい施設

はまだそのまま使ってはどうかと、まず検討の材料に上ってくるのがある

程度年数が経って更新時期がきたような処理場を更新するのか、隣の処理

場とくっつけて一体化してしまうのがいいのかというようなことを整理し

て計画を立てていくという感じで進めております。ですので、今日お示し

できる部分では、この点線で囲っております鳥取の東郷地区についての取

組みを28年から進めたいというふうに考えているところでございます。 

事務局（平井） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 徴収率の件でございますが、様々な方法で日々努力をしております。な

かなか目標に追いついてないというご指摘はその通りでございますけれ

ど、我々としては少しずつでもこの目標値に向かって歩いていかなければ

いけないという認識でおります。日々の努力の中でプラスαで有効な方法

として、今、若干拡大しております口座振替の再振替を行うとか、コンビ

ニ収納ができるエリアを増やしていくとか、この辺は水道局のシステムと

のセットで今、改修等の作業を行っておりまして、今年度中にはかなり進

みますので、少なくとも来年度からは水道局エリアについてはその辺の収

納方法の利便性なり、口座振替で落ちなかったときの再振替ができるエリ

アを増やすというようなことで、徴収のアップを見込めるのではないかと

思います。人的な徴収努力というのは、現在、徴収員が 4 名昼から夜にか

けて廻って、年間４人で４千万近く徴収や集金しておりまして、そういう

努力はやっているのですが、どうしても経済状況で支払のできないかたと

いうのは一定割合おられますので、そこの部分はなかなか厳しい面もある
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事務局（平井） のですが、トータルとして、この率というのは上げていけるとは思ってお

ります。 

 それから先程の件ですが、月200㎥以上の事業所ということで、今ちょっ

と簡単に調べてみましたところ500余りの数ということになります。それ

で、全体の占める割合としましては、わずか１％に満たない、0.8％～0.9％

位のデータということになります。先程から出ていますその今年度有収水

量がガタンと落ちる大手の事業所さんというのは、月に５万という桁外れ

のレベルですので、それも、月に今までの半分近くまで水量を減らすため

に自分のところで水を再利用するプラントを造られて、下水道使用料の経

費節減のために整備されたと、それが今年度のはじめに完成して稼働し始

めて、この１期の使用料を見てみましたら、やはりほぼ想定通りの減少傾

向ということで、今年度下水道料金はその影響で約１億の減収というよう

な大きな影響が出ているということでございます。以上です。 

事務局（山根）  最後のご質問ですが、申し訳ございません、主旨としましては企業債の

償還がいつまで続くんだろうかというお問い合わせで良いでしょうか。 

中村委員  はい。 

事務局（山根）  企業債としましては、下水の場合は下水道債というのを償還年限だいた

い 30 年の起債を借りておりますので、いつまでということになれば、26

年度に借りたものは平成 57 年までかかるというようなことになります。こ

れでよろしいでしょうか。 

中村委員  30年間ということか。 

柗見会長  それは下水道の施設としての耐用年数が 30 年ぐらい、その辺から出てき

ているんですか。 

事務局（山根）  はい。施設を個別に見ますと、いわゆる償還年限というのは、実は機械

であるとか、建物であるとかまちまちでございます。 

柗見会長  そうですよね。 

事務局（山根）  それで、短いものであれば機械類でありますと10年しか持たないという

のもありますし、建物のようにコンクリート製のものであれば50年はもつ

というようなところで、それを個別に起債償還できないので、この30年と

いうのを採用させていただいているということでございます。 

柗見会長  はい、ありがとうございました。どうぞ、村山委員。 

村山委員 

 

 

 

 

 ５ページの基本水量と基本料金の関係について、内容コメントがなかっ

たものですから、どういう内容か教えていただきたいと思います。２点目

は13ページの下水道等の経営の接続率の向上に関連して、25年からずっと、

公共下水で言いますと、経営接続目標97.2で固定になっていますが、その

理由を教えてください。25年から最後97.2、100％になるように推定されて
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村山委員 いるんですが、100％というのはあり得ん数字ではないかなと思いますし、

集落排水もこれだけ限界集落で、もう人が減っていくばかりなのに、これ

につきましても95％という数字はちょっと現実的にどうかなと。その辺に

ついてはどうか、教えてもらいたいと思います。以上です。 

事務局（山根）  はい。まず、基本水量と基本料金について、前回の改定内容ということ

でございます。９ページの表を見ていただきたいと思います。使用量単価

新旧対照表の黄色い部分ですが、改定前、改定後と比較したものでござい

ます。まず、基本水量についてですが、従前鳥取市はこの基本使用料 856

円のなかに基本水量というのを含めておりまして、０～８㎥までを使われ

るかたは 856 円に含まれていますよという料金の体系にしておりました。

これを前回の答申では、現行基本料金として８㎥までの基本水量を廃止す

ることが適当であるという答申を受けまして、この部分を基本使用料から

抜いたということでございます。その結果、基本料金について、そもそも

基本料金というのは使用量の多少に関わりなく必要となる固定経費を賄え

るように設定するべき部分であるということでございますので、この基本

水量を廃止し、水量に影響を受ける部分を基本料金の中から抜いて、完全

に従量制に移すことで、節水効果というのが働いてまいりますので、そう

いう部分も含めてこの従量使用量の方に０～８㎥までを追加したというこ

とでございます。よろしいでしょうか。 

 あと、その次に接続率の件でございますが、13ページ。公共の接続率97.

2に固定し、目標としてずっと持ち続けておりますが、一応平成29年度に9

7.2になるようにという意味でございます。線の引っ張りかたが25年度から

97.2で横に一直線に引いてしまいましたので、固定というふうに見られた

かと思いますが、最終的な目標、平成29年度に97.2％にもっていきたいと

いう意味でございます。 

柗見会長  おそらく今、都市部においては空き家とかいう問題が出てきていますけ

ども、そういうところっていうのはたぶんお子様が帰ってこない可能性が

あって、下水道はできたけども、つないでも使うことはないっていう話で、

たぶん今までの簡易浄化槽かなんかをそのまま使っているとか、そういう

話があって、接続率 100％は非常に難しいんだと思いますね。 

塚田委員  失礼します。接続率をアップされるためにどういったことをしておられ

るのか、教えていただいたらと思います。 

事務局（平井） 

 

 

 

 これにつきましても、専任の職員がおりまして、その一帯の地図を作っ

て、そのなかで公共下水道はきておるけども、まだ汲み取りのままという

ようなところを全部つぶしていって、そこを定期的に訪問して促しておる

と、やはり地域によって新興住宅地みたいなところは最初から開発工事な
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事務局（平井） んかできちんとつないだりするのですが、古い工業団地などの、下水道が

整備される前に早くから商業施設が出来たようなところで、住宅もなかに

点在しているようなところは、なかなか汲み取りのままとか、大きな店舗

でも実はトイレは汲み取りのままといったところがあったりしまして、そ

ういうところに訪問し促しているんですが、なかなか難しい状況もござい

まして、我々も苦慮しております。 

 それで、先ほど会長がおっしゃったように、高齢者の世帯というような

ところになりますと、下水道がきたといってもお金がないから難しい、我々

もういつ死ぬか分からんしといったことを言われて、息子が帰ってくるま

ではちょっとというような、そういったお話が現実的には多くて、大変苦

心してはおりますけれど、それでも日々頑張って職員はやっておるという

状況でございます。 

柗見会長  どうぞ、谷口委員。 

谷口委員  今、説明を聞かせてもらって、特にこの２ページ、３ページ、やはりい

ずれも人口減少、工場が再検討等の結果で使用料が減少というような格好

で全部マイナス要素です。これが最も今の時代か分かりませんが、私が一

つお願いしたいのは、やはり今、下水の皆さんも非常に頑張っておられる

と、統合等もやっておられるというような中で、目に見えんか分からんで

すが、新しい企業も地道に来とると、やはりそのあたりも資料に盛り込ん

でいただきたいと。次回でも結構ですので、この全部マイナス要素の中で、

こういうプラス要素というか、頑張っている要素もこのなかに盛り込んで

もらって、この委員の中で認識していったほうがよいと思います。減少だ、

企業が撤退だとかそういうことはよく分かるんですけど、今やはり鳥取市

が取組んでおられるところも、何かこの資料のなかに入れていただいて、

我々に説明していただけたらなと思いますのでよろしくお願いします。 

柗見会長  事務局の方、その辺、宿題ではないですけど、今後の検討課題というこ

とでよろしくお願いいたします。どうぞ。 

植垣委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 13 ページの接続率、これも数字で 90 何点という、かなり高い目標値で

すし、現状もかなりいっていると思うのですが、これは人口比率で出して

あるのですか。普通接続っていったら、家庭一世帯ごとにつなぐわけでし

ょうから、これを世帯でし直したらどうかなと思いますが。人口でいった

ら３人も何パーセントかになるわけですけど、それを鳥取市の１世帯あた

りの平均人数ではじいたらどうかなというとこで、現実にはかなり限界に

近いようなところにきているんじゃないかと思います。 

 それからもう１つ、資料全体に当てはまると思いますが、ご担当の職員

さんが一生懸命やっておられて、それが今の数字になっているわけですけ
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植垣委員 れど、我々から見たら、できることはやっておられて、それでこういう数

字ですと、それで、良いのか悪いのかっていうのは比べようがないわけで

す。それで、常日頃そういう資料交換などをなさっているのか分かりませ

んが、同じ人口規模、20万人位の他の市町村、県内よりは県外の方がいい

のかもしれませんが、その数字が入手できるようであれば、資料に加えて

くだされば、そこと比べて鳥取市はようやっているんだということなのか、

やっぱり改良の余地があるということなのか、皆さんの自己防衛にもなる

ので、そういう客観的な見方ができるような数字を入れてもらった方が分

かりやすいと思います。以上です。 

柗見会長  その辺ぜひ資料が入手できれば比較みたいなところでお示しいただきた

いなと思いますのでよろしくお願いします。どうぞ。 

衣川委員  17ページに財政状況というのが出ているのですが、25年度の状況でも相

当厳しいということが見えるんですけど、これからまた利用率がどんどん

下がるっていうデータも出ているわけですね。そういう中でこれから先の

財政状況がどうなるのかっていうことがこのグラフに出てこないんです

よ、やっぱりそれをちゃんと示していただいて、相当財政が厳しくなるっ

ていうことが見え見えなので、その中でこれからどうしていくのかってい

うことを考えていかないといけないんじゃないかと思うのですが、ここで

止まっているというのはちょっと残念で仕方がないです。そういうことを

推定して出すことができないんでしょうか。ぜひそういうデータをグラフ

にして出してしていただきたいと思います。 

柗見会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 この辺のところっていうのは、将来のシュミレーションはできるんです

か。例えば３ページ目のところに、下水道等の使用料の収入の状況ってい

うことで、平成30年までの見込額が得られていますよね。その辺のところ

も含めたかたちで減額、増額はこのぐらいで、債務の返済はこうだしって

いうようなところがもしかできるなら、今のままだったらこういう赤字の

ままでいきますよっていうようなものが示されると、衣川委員の回答にな

るんじゃないかなと思います。ちょっと努力してみてください。 

私の方から２点ほど質問なのですが。まず１点目は、２ページ目の青と

赤の総処理水量と有収水量とありますね、それでこの差額が結局雨水だっ

ていう話でしたよね。この雨水が入ってくることによって、それも併せて

処理しているわけですよね。この分離ができると結構減るんだろうなと思

うんですね。そのためには、おそらく維持管理で雨水の漏水って言うんで

すか、そういうところの点検とか頻繁にやられていると思うのですが、こ

の辺はどうしてもずっと残るのですか。無駄なお金をここで使っているよ

うな気がするんですが、どうですか。 
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事務局（山根）  合流区域というのはご存じかも知れませんが、１つの下水道管に汚水と

雨水が両方入ってまいります。ですので、入ってきて混じってしまった水

を雨水分と汚水分に分けるというのは、ちょっと無理はありますが、なる

べくそうならないように、例えば雨の降ってない日に入ってくるものはほ

ぼ汚水です。それで雨が降ってきた場合は雨水の部分が相当量増えてまい

ります。そういったところを利用して、過去に合流改善事業を行いまして、

雨水相当の部分については別系統に流すというようなことを過去10年間取

組んできております。会長さんが言われるとおり、確かに雨水分も結果的

にこの秋里処理場で処理しておりますから、無駄だというご指摘もござい

ます。それで、鳥取市ではこの雨水の処理に係る部分を机上で出すことに

なるんですが、その部分については一般会計の方から雨水処理分というこ

とで何がしかの補填をいただいています。ということで、すべてを使用料

として皆さんにご負担していただいているわけではないということでござ

います。 

柗見会長  なるほど、分かりました。ありがとうございました。 

それともう１点、水質料金の話はメリットとデメリットがあって今のと

ころまだ検討中ですっていうご回答だったんですけれど、企業努力によっ

て水のリサイクルというか、再生して何回も使って少ない量を出している。

それで今後こういう方向に企業は努力していかれると思うんですね。そう

するとますます排出量が減るから収入減になってきますよね。一方、企業

もそういう施設を作るために非常に大きな初期投資が要るはずなんです

ね。例えばですが、これは一般家庭にはたぶん向かないと思うんですが、

大口ユーザーに対する従量料金の中に水質料金というのを入れて、水質を

改善してくれたところは現状のままだと。改善を見込めないところは当然

料金として単位あたり上がってきますよっていうような、そういう自社の

経営努力で初期投資はかかるけれど、トータルとして考えると企業として

はプラスの方向になるというような水質の料金設定みたいなものも考えて

いくと、排水の水質がよくなって、処理場の負荷が減るっていう話になっ

てくるので、下水道事業として費用が減ってくるんじゃないかなと思いま

す。なかなか実際は難しい計算だと思うのですが、ご検討願えたらなと思

います。これは今回の審議会では非常に難しいかも分かりませんが、重要

な課題の１つとして今後とも検討していっていただきたいなと思います。 

はい、どうぞ。 

山崎委員 

 

 

 はい。水質使用料につきまして、この会議で問題になっていたことは油

だったと思うんです。油は流されるとものすごい水質浄化に費用がかかる

というようなことでね。ところが油をたくさん使っているのは中小企業の
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山崎委員 特に料理店なんかで、その施設を作るにはものすごい負担になるので、そ

れを設けるかどうかについてはちょっと考えるっていうような議論だった

と思います。それで、この水質使用料は主に料理店の油の処理に関してが

中心だったように記憶しておりますので、そういうこともできれば触れて

おいていただきたいと思います。 

柗見会長  そのことは、場合によったら市から補助金などの制度のもとでやってい

ただくと、トータルでは減っていくのではと思います。 

 他にご意見はいかがですか。 

衣川委員  はい。汚濁の負荷量という問題に関してお伺いしたいのですが、これま

での下水道の動きの中で汚濁負荷量は増えているんですか。負荷がどうい

う状況にあるのか、その辺のデータが示されていないから、処理にものす

ごくお金がかかっているということが見えてこない。そういったこともデ

ータとして出していただくとありがたいです。 

柗見会長  どうでしょう。その辺のデータをお持ちですか。昔からですけど、例え

ば滋賀県の琵琶湖の排水に関しては家庭でも洗剤の使用などの決まりがあ

りますよね。そういう話で負荷量が減って。だから、一般市民に対する啓

蒙的な活動、結構進んでいると思うのですが、衣川先生はそういうデータ

を示していただくとより分かって、市民や企業も努力していますよという

のが出てきますので、もし可能であればぜひ調べてきてください。 

事務局（山根）  はい。 

塚田委員  せっかくこの下水道だよりを出しておられるので、これにこれだけ油を

流したらお風呂何杯分の水が要りますよとか、そういうのを繰返し、繰返

し伝えていってもらうっていうことが大事なんじゃないかなと思うんです

ね。世代がずっと変わってきていますので、その辺のところを、下水道だ

よりをぱっと見てそうだなって思うような表現の仕方をしていただけると

いいと思います。接続率のこととか、部長さんはすごく控え目な言い方を

しておられますが、もっとこう強く太い字で書いたりして、市民のものっ

ていう意識を持って読んでもらえるような表現をしていってください。広

告とか希望だけではなくて、これが市民の皆さんにしていただきたいこと

っていうような書き方をしてもらえたらいいのではと思います。 

柗見会長  その辺の努力の方よろしくお願いしたいと思います。どうぞ。 

山崎委員 

 

 

 

 

 はい、すいません。ずっと前の話ですが、テレビで言っていた、リンの

回収は、売って収入にはなっているんでしょうか。それから、いなばコン

ポはもう中止になったということがありますけれど、リサイクルと言うか、

資源の再利用とか、ＮＨＫテレビでは熱の利用とか水流の利用とか、ある

いは太陽光発電を設置したというようなことがありますけど、そういった
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山崎委員 収入や投資はどういう現状でしょうか。 

事務局（山根）  はい。まず、リン回収のお話でございますが、こちらは取組んでおりま

すが、ただ残念ながらまだ消費者の皆さまに還元するところまでにはなっ

ていないと。何点か理由はございまして、一番大きなものとしましてはリ

ン単体では肥料には使えないと、やはり商品ベースに乗せるためにはチッ

ソ、リン、カリというようなものをミックスして店頭に並ぶようなものに

していかないと流通に乗らないということでありまして、ＪＡ全農さんと

プラントを立ち上げてから引き続きずっと協議はしているんですが、なか

なか商品化に手を挙げていただけるメーカーさんが見つからないというの

が現状でございます。ただ、鳥取市の下水にはリンがたくさん入っていて、

それを公共水域に出すという、これもできない話ですから、リンは相変ら

ず回収はするんですが、それを売って何かしらの収益を得るという状況に

はまだなってないというのが１つでございます。 

 あと、私も先日のＮＨＫテレビの番組は拝見させていただいて、いろん

なことをされてるなというのはありましたが、よくあります太陽光である

とか、そういうものについて実は検討は行っておるんですが、簡単に言う

と採算ベースに乗らないので手を挙げてないというのが現状です。それで、

この後見学していただければと思いますが、小さな水力発電はしていまし

て、これは売って売電収益を上げるわけではなくて、処理場の中の電気、

この一部に使っているというような取組みはしておるんですが、対外的に

大きくアナウンスするようなことでもないので控えておるところでござい

ます。以上です。 

柗見会長  どうぞ。 

森田委員  すみません。身近な問題ですが、鳥取名産のカキですね、あれは水の浄

化には一番効くと思いますので、ぜひ下水道だよりに載せていただきたい

です。これ、全国でしておられるところも出てきておりますので、鳥取が

一番初めに、本当に身近な問題でできますのでね。例えば皆さんのところ

の排水の下に置くとか、これは一番簡単なことじゃないだろうかと思いま

すので、一つよろしくお願いします。うちは商売をやっていますので、庭

の池に鯉を飼っておられるところとか、そんなかたは、カキをくださいっ

て言って取りに来られます。何に使われるんですかと言うと、池の水の浄

水に一番よく効くんだということを聞いていますので、ぜひ下水道だより

に載せていただきたいなと思いますので、よろしくお願いします。 

柗見会長 

 

 

 非常に興味深いご提案ありがとうございます。ぜひ、事務局の方、取上

げて、次回とか、次々回でぜひご紹介ください。事例も併せて載せてあげ

ると、やられるところも増えてくるんじゃないかなと思います、ぜひご検
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柗見会長 討ください。ほかにご意見、ご質問ございますでしょうか。ないようでし

たら議事の２つ目ですが、今年度のスケジュールにつきまして事務局から

ご説明お願いします。 

事務局（山根）  はい。そうしましたら、長時間、ご審議ありがとうございます。最後で

すが、今年度、これからの審議スケジュールについて少しご説明させてい

ただきます。現在、お手元にあるような状況で計画をしているところでご

ざいます。おおむね１ヶ月に１回ぐらいのペースで年内を目途に答申をい

ただけるようなスケジュールで今考えておりますが、なにぶん使用料など、

非常に慎重審議していただかなければいけない事象ですので、状況によっ

てはスケジュールの変更ということになると思いますので、あらかじめご

了承いただきたいと思います。それで早速、次回でございますが、資料に

は８月下旬というふうにお示ししておりますが、事務局としては８月の第

４週、24 日の週あたりで今のところ予定しておりますので、日程調整等が

つきましたら、またご案内を差し上げようと思います。それで、このとき

には今日いただきましたご質問であるとか、追加資料とか、そういうもの

をなるべく用意いたしまして、さらに次回は少し踏み込んだ審議をお願い

したいと思っておりますので、よろしくお願いします。 

 さらにもう１件、鳥取市では下水道事業を進めるのにアクションプログ

ラムというものに沿って進めております。今日ご説明した、接続率、徴収

率というようなものは、アクションプログラムに基づく目標に沿って定め

ているものでございます。今年、このアクションプログラムの中間見直し

を進めておりまして、現在の計画は平成25年から５年間ということでやっ

ておりますので、今年、そのプログラムの中間見直しをしております。こ

れについて審議会の皆さまにご報告なども予定しておるところでございま

す。以上です。 

柗見会長  はい、ありがとうございます。この後のスケジュールにつきましてご説

明ございましたけれども、何かご質問、ご意見ございますでしょうか。今

のところ予定は、次回は８月24日の週だということです。日程調整します

ので、その結果次第ではまた延びるかも分かりませんが。それで年内にあ

と３回ばかりやっていただきますということです。よろしいでしょうか。

それでは以上で議事は終わらせていただきまして、次に９番目のその他で

すが、事務局から何かございますか。 

事務局（山根）  特にございません。 

柗見会長 

 

 

 そうですか。ありがとうございました。それでは、１時間半以上の長時

間にわたって、やはり皆さんの身近な問題でもございますので熱心に審議

いただきまして、どうもありがとうございました。皆さんご存知かもしれ
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柗見会長 ませんが、2011 年の東北地震のとき、仙台市で津波により下水道が壊れま

して、そしたら皆さんすごく困られた。すなわち上水道ですと、タンクで

運んできてなんとかできるんだけど、下水が使えないというのは本当に生

活上大変な問題でもございますので、それが今、収入面で非常に難しい時

期に来ていますので、下水道局としては努力もされておられますので、そ

の辺を、次回いろんなデータを見せていただきまして、慎重に審議してい

きたいと思います。ぜひよろしくお願いいたします。 

 それでは、閉会に当たりまして澤田部長からご挨拶をいただきたいと思

います。 

事務局（澤田）  本日はどうもお忙しい中、たくさんの貴重なご意見ありがとうございま

した。今回の審議会では、下水道等使用料金についての諮問をさせていた

だきまして、次回からは本格的なご審議をいただくことになります。本日

ご説明させていただきましたけど、下水道経営としては非常に厳しい状況

にあって、今後もそれが続くという見込みですが、我々といたしましても

市民の方々に安心して暮らしていただけるように、下水道の役割をしっか

りと果たしていきたいと思いますし、本日、委員の方々からご意見があり

ましたように、そういう経営的な配慮や接続率の向上、徴収率の向上とい

ったことに一層努力していきたいと思いますので、今後ともよろしくお願

いします。スケジュール的には先程申しましたように、短い期間で集中的

な審議をしていただくということで、お忙しいところですがよろしくお願

いしたいと思います。 

 また、この後、この秋里処理場の施設見学を予定しております。いい機

会ですし、先程説明のありました、たいへん小さいものですが水力発電も

見ていただけるようですので、ぜひ、時間の都合がつく方は参加していた

だけたらと思います。本日は長い時間どうもありがとうございました。 

柗見会長  それでは最後は事務局の方にお返しいたします。 

事務局（山根）  長時間にわたりご審議ありがとうございました。そうしましたら、部長

からもご案内ありましたが、本日は初の審議会ということで、この後、施

設見学を予定させていただいております。希望される方だけで結構でござ

いますので、なるべく参加していただければと思っております。施設を案

内していただく方を紹介します。こちらは、鳥取市が委託しております鳥

取市環境事業公社の横山次長と谷口主査です。これから、こちらの方々に

ご説明いただきながら回りたいと思いますので、お時間許す限りお願いし

たいと思います。10 分ほど休憩を入れまして、３時半からということでよ

ろしくお願いいたします。 
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上記のとおり相違ないことを証明する。 
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